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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会　

平
成
30
年
度
第
３
回
全
体
研
修

開
催
日
時　

平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー　

３
階　

大
ホ
ー
ル

内　
　

容　

事
例
検
討
会　

テ
ー
マ
「
入
院
時
・
入
院
中
・
退
院
時
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
れ
ば
良
い
か
」

講　
　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
の
会
ま
つ
な
み　

副
理
事
長　

峯
尾
武
巳 

氏

　

開
会
に
あ
た
り
、
宮
本
好
彦
会
長
よ

り
、
「
今
回
の
事
例
検
討
の
研
修
は
、

特
定
事
業
所
加
算
を
算
定
し
て
い
る
事

業
所
は
、
他
事
業
所
と
の
研
修
や
話
し

合
い
等
の
手
法
を
学
ぶ
た
め
に
、
有
意

義
な
講
義
と
な
る
。
ま
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
上
で
も
、
地

域
や
他
職
種
協
働
の
会
議
で
も
共
通
の

目
的
に
沿
っ
た
話
し
合
い
を
す
る
た
め

に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
ぜ
ひ
参

考
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

ま
ず
自
己
紹
介
と
情
報
の
共
有
を
行

い
、
お
互
い
の
立
場
や
職
種
を
確
認
し

た
。
参
加
者
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
医
療

職
な
ど
で
７
～
９
人
の
グ
ル
ー
プ
構
成

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
自
分
が
経
験
し

た
医
療
、
福
祉
と
の
連
携
で
困
難
な
事

例
な
ど
を
紹
介
。
病
院
な
ど
で
連
携
す

る
場
面
で
、
在
宅
復
帰
に
あ
た
り
退
院

が
間
近
に
迫
り
困
っ
た
事
例
や
、
疾
患

に
つ
い
て
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
、
質
問
や
今
後
の
流
れ
に
つ
い
て

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
事
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
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平
成
30
年
度　

第
４
回
全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ　
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
31
年
３
月
30
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

浦
和
ふ
れ
あ
い
館　

２
階　

第
１
会
議
室

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
さ
い
た
ま
市
市

民
医
療
セ
ン
タ
ー
入
退
院
連
携
室
係

長
、
退
院
調
整
看
護
師　

今
井
江
美
子

氏
、
地
域
医
療
連
携
室
主
任
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

社
会
福
祉
士

河
村
愛
子
氏
か
ら
、
患
者
の
退
院
に
関

し
て
病
院
は
、
退
所
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
を
開
催
し
て
在
宅
に
つ
な
げ
る

た
め
の
情
報
共
有
を
、
家
族
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
在
宅
で
関
わ
る
事
業
者
等

と
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
医
師
は

家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
関
係
者

か
ら
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
、
入
退
院

連
携
室
に
調
整
依
頼
を
す
る
こ
と
が
多

い
。
入
退
院
連
携
室
と
し
て
は
、
患
者

が
入
院
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
在
宅
復
帰

に
つ
い
て
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

連
携
し
、
在
宅
復
帰
に
向
け
て
患
者

の
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
考
え
て
進
め
て

い
き
た
い
と
話
し
た
。
ま
た
、
地
域
医

療
連
携
室
で
は
、
患
者
の
在
宅
で
の
様

子
な
ど
も
引
き
続
き
連
絡
を
と
り
、
ス

ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
な
ど
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

事
例
検
討
で
は
、
小
澤
洋
子
氏
よ
り

事
例
提
供
を
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
を
行
っ
た
。

　

峯
尾
氏
か
ら
事
例
検
討
の
方
法
に
つ

い
て
、
「
時
系
列
に
問
題
を
整
理
し

て
考
え
る
」
「
こ
の
段
階
で
の
情
報
収

集
、
共
有
」
「
病
院
や
医
療
職
、
そ
の

他
関
わ
る
関
係
者
と
の
意
見
の
や
り
取

り
の
方
法
」
「
解
決
す
べ
き
課
題
や
情

報
の
整
理
」
が
段
階
に
応
じ
た
議
論
を

す
る
こ
と
が
必
要
と
説
明
が
あ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
で
は
、
段
階
ご

と
の
問
題
の
整
理
が
上
手
く
い
か
な

い
こ
と
や
、
対
象
者
や
家
族
の
関
係

性
が
難
し
く
病
院
関
係
者
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し

て
の
ケ
ア
介
入
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

け
ば
良
い
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
回
は
、
さ
い
た
ま
市
内
の
各
医
師

会
医
療
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
「
昨

今
は
自
宅
で
の
看
取
り
ケ
ー
ス
も
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
家
族
、
在
宅
医

療
、
病
院
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
医
師
会
の
先
生
と

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
図
る
た
め
に
も
、

医
療
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
。

　

今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

進
ん
で
い
く
中
で
、
医
療
、
福
祉
、

介
護
の
連
携
は
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域

で
生
活
す
る
高
齢
者
や
障
害
者
を
支
え

る
関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
尊

重
し
、
理
解
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
今
回
の
全
体
研
修
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
種
、
立
場
で
話
し
合
う
こ
と

で
、
相
互
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
役
立

て
て
い
き
た
い
。

　

本
年
度
第
４
回
目
の
全
体
研
修
会

は
、
さ
い
た
ま
市
社
協
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
お
お
み
や　

管
理
者
・
看

護
師　

知
崎
聖
子
氏
、
さ
い
た
ま
市
社

協
ケ
ア
プ
ラ
ン
お
お
み
や　

介
護
支
援

専
門
員　

吉
田
晶
子
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
、
看
取
り
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時

に
「
訪
問
看
護
師
と
ど
の
よ
う
な
連
携

が
必
要
か
」
「
連
携
の
場
面
に
よ
っ
て

必
要
な
情
報
と
は
何
か
」
等
、
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い

て
開
催
し
た
。　

　

研
修
内
容
は
、
「
死
を
取
り
巻
く
環

境
（
死
亡
率
、
看
取
り
希
望
）
」
「
人

生
最
終
段
階
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
）
の
プ

ロ
セ
ス
」
「
死
が
近
づ
い
た
と
き
の
身

体
の
変
化
」
「
ワ
ー
ク　

死
を
話
題
に

し
た
と
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
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岩
槻
区　

活
動
報
告

　

テ
ー
マ　

医
療
と
介
護
の
同
時
改
定
か
ら
医
療
連
携
を
中
心
に
学
ぶ

　
　
　
　
　

～
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
関
与
改
定
ポ
イ
ン
ト
～

講　
　

師　

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部　

加
藤
陽
平 

氏

開
催
日
時　

平
成
30
年
11
月
22
日
（
木
）
18
時
30
分
～
20
時
00
分

開
催
場
所　

岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

会
議
室
A
・
B

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

事
例
」
に
つ
い
て
行
っ
た
。　

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
、
死
に
ゆ
く
プ

ロ
セ
ス
を
辿
る
際
の
ケ
ア
で
、
こ
の
世

と
新
し
い
死
後
の
世
界
へ
の
境
目
を
ケ

ア
す
る
と
い
う
意
味
。
終
末
期
の
プ
ロ

セ
ス
を
理
解
す
る
上
で
、
「
タ
ー
ミ
ナ

ル
前
期
（
月
単
位
）
の
ケ
ア
」
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
中
期
（
週
単
位
）
の
ケ
ア
」

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
後
期
（
日
に
ち
単
位
）

の
ケ
ア
」
「
死
亡
直
前
（
時
間
単
位
）

の
ケ
ア
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単

位
ご
と
の
身
体
へ
変
化
、
利
用
者
と
家

族
へ
の
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

ま
た
死
が
近
づ
く
と
き
の
身
体
の
変
化

と
し
て
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
死
前
喘
鳴
、

下
顎
呼
吸
が
み
ら
れ
る

　

ワ
ー
ク
で
は
、
死
を
話
題
に
し
た
と

き
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

　

平
成
30
年
度
は
医
療
と
介
護
の
同
時

改
正
の
年
度
と
な
っ
た
た
め
、
医
療
連

携
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

岩
槻
区
で
の
将
来
推
計
人
口
や
医
療
介

護
需
要
予
測
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
増
加
傾
向
に
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
重
要
性
が
理
解
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
日
常
業
務
の
中
で
医
師

や
看
護
師
、
病
院
関
係
者
等
と
連
携
を

取
る
こ
と
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
医
療

現
場
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
や
、
利
用

者
を
在
宅
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
難

し
さ
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
を
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
多
く
体
験
し
て
き
て
い

る
。

　

今
回
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た
、
ア
ル

フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

て
、
利
用
者
よ
り
①
「
夕
べ
、
眠
れ
な

か
っ
た
。
私
、
死
ぬ
の
？
」
と
聞
か
れ

た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
答
え
る
か
？　

②
「
訪
問
看
護
師
に
夜
眠
れ
な
い
と

言
っ
た
ら
、
先
生
に
薬
を
出
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
、
と
言
わ
れ
た
。
眠
っ
た

ら
目
が
覚
め
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

と
怖
い
」
と
言
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
答

え
る
か
？　

２
人
一
組
に
な
り
、
利
用

者
役
、
ケ
ア
マ
ネ
役
に
分
か
れ
て
行

い
、
参
加
者
か
ら
は
「
ど
う
答
え
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
難
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。
知
崎
氏
よ

り
「
答
え
方
が
難
し
い
ケ
ー
ス
で
は
、

沈
黙
の
技
術
も
あ
り
、
側
に
い
る
だ
け

で
も
安
心
感
に
つ
な
が
る
。
沈
黙
は
耐

え
ら
れ
な
い
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
相
手
か
ら
話
を
す
る
の
を
待

つ
、
相
手
の
感
情
に
自
分
の
感
情
を
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
本
心
が
み
え
て

く
る
。
死
に
向
き
合
う
気
持
ち
、
そ
れ

ま
で
ど
う
し
た
い
と
い
う
希
望
も
答
え

は
本
人
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
」
と
話

し
た
。

　

吉
田
氏
よ
り
、
自
分
が
関
わ
っ
た

ケ
ー
ス
で
、
介
入
か
ら
２
週
間
で
永
眠

さ
れ
た
事
例
や
退
院
調
整
会
議
後
、
家

族
の
反
対
を
押
し
切
り
在
宅
へ
戻
ら
れ

た
事
例
（
在
宅
期
間
10
日
間　

在
宅

死
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
よ

く
と
る
（
本
人
を
知
る
）
、
介
護
す
る

家
族
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
医
療
系
サ
ー

ビ
ス
か
ら
予
後
の
確
認
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
予
測
、
福
祉
用
具
や
ヘ
ル
パ
ー

等
の
迅
速
な
対
応
、
思
い
を
知
る
こ
と

で
ケ
ア
マ
ネ
が
で
き
る
こ
と
、
家
族
の

力
を
引
き
出
す
た
め
に
ケ
ア
マ
ネ
が
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

知
崎
氏
は
、
訪
問
看
護
師
が
ケ
ア
マ

ネ
に
望
む
こ
と
で
、
「
一
人
で
悩
ん

で
抱
え
込
ま
ず
、
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
は
何
か

と
気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
の
支
援
者
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
。
職
種
が
違
う
と
見
立
て
が
違
う

の
は
当
た
り
前
と
考
え
、
お
互
い
の
考

え
を
交
換
し
、
情
報
共
有
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
看
護
師
が
急
い
で
い
る
と
き

は
、
病
状
に
急
激
な
変
化
が
あ
る
と
き

で
す
。
迅
速
な
対
応
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
最
後
ま
で
や
り
き
る
こ
と
で
、
見

え
る
世
界
が
変
わ
り
ま
す
。
一
緒
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
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ン
グ
部
加
藤
氏
は
、
病
院
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
意
見
交
換
を
行
う
機
会
が
多

い
。
加
藤
氏
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も

連
携
を
取
り
た
い
が
、
医
師
や
看
護

師
、
病
院
関
係
者
も
連
携
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
し
い
情
報

や
伝
え
た
い
情
報
が
あ
る
が
、
な
か
な

か
歩
み
寄
れ
ず
不
利
益
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
話
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
が
バ
ラ
バ

ラ
」
「
病
院
に
よ
っ
て
は
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
が
で
き

て
お
ら
ず
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
把
握
し
て
い
な
い
」
「
相
談
専
門
員

が
い
な
い
病
院
も
あ
る
」
等
、
ま
だ
ま

だ
医
療
と
介
護
の
整
合
性
が
困
難
な
部

分
が
現
れ
て
い
る
。
地
域
な
ど
で
話
し

合
い
や
連
携
の
機
会
を
多
く
持
ち
、
よ

り
よ
い
連
携
体
制
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
感
じ
た
。　
　

　

今
後
岩
槻
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
で

は
、
ケ
ア
マ
ネ
同
士
の
情
報
共
有
の
場

と
な
り
、
ま
た
医
療
や
地
域
連
携
の
機

会
を
設
け
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

西
区
・
桜
区
合
同　

活
動
報
告

　
「
行
政
意
見
交
換
会
」

開
催
日
時　

平
成
31
年
２
月
14
日
（
木
）
15
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
市
西
区
役
所　

１
階
Ｃ
会
議
室

　

今
回
の
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、
西

区
・
桜
区
合
同
で
、
さ
い
た
ま
市
西
区

高
齢
介
護
課
課
長
補
佐　

中
島
氏
、
田

中
氏
、
高
齢
介
護
課
係
長　

宮
島
氏
を

お
招
き
し
、
行
政
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。

　

ま
ず
、
さ
い
た
ま
市
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
説
明
と
留
意
点
に
つ

い
て
話
が
あ
っ
た
。

　

「
重
度
要
介
護
高
齢
者
紙
お
む
つ
等

支
給
事
業
」
「
訪
問
理
・
美
容
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
度
が

２
以
下
に
な
る
と
利
用
で
き
な
い
こ
と

や
、
亡
く
な
っ
た
場
合
、
区
役
所
に
報

告
し
廃
止
の
通
知
書
を
発
行
し
返
却
が

必
要
。
古
く
な
っ
た
お
む
つ
は
処
分
か

有
事
に
備
え
て
再
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　

「
あ
ん
し
ん
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
相
談

事
業
（
緊
急
通
報
機
器
の
設
置
）
」

は
、
綜
合
警
備
保
障
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
が
対

応
し
て
い
る
が
安
否
確
認
の
電
話
に
出

な
い
こ
と
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

「
徘
徊
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
は
、
登
録
を
し
て
い
て
も
行

方
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
警
察
通
報
し

て
ほ
し
い
。

　

「
生
活
援
助
員
の
派
遣
」
は
、
介
護

保
険
で
総
合
事
業
が
始
ま
り
、
事
業
対

象
者
は
介
護
保
険
の
利
用
が
で
き
る
こ

と
と
、
介
護
保
険
優
先
の
た
め
活
用
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
。

　

「
生
活
支
援
シ
ョ
ー
ト
利
用
」
は
、

事
前
に
相
談
し
て
も
ら
い
対
象
者
か
を

判
断
す
る
。
困
っ
た
場
合
は
一
緒
に
探
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施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
の
報
告

　

テ
ー
マ　
「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
自
信
を
も
っ
て
働
く
た
め
に

　
　
　
　
　

～
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で
話
そ
う
よ
～
」

講　
　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
の
会
ま
つ
な
み　

副
理
事
長　

峯
尾
武
巳 

氏

開
催
日
時　

平
成
30
年
12
月
17
日
（
土
）
14
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

武
蔵
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

第
９
会
議
室

　

今
年
も
峯
尾
先
生
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
前
半
の
約
1
時
間
は
参
加
者
が
二

手
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施
。
施
設
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
働
い
て
い

る
現
状
で
の
悩
み
や
問
題
に
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
・
実
施
・
評
価

の
仕
方
な
ど
方
法
論
に
関
す
る
疑
問
、

担
当
者
会
議
の
開
催
に
関
す
る
こ
と
、

介
護
員
・
相
談
員
な
ど
兼
業
と
の
兼
ね

合
い
に
関
す
る
悩
み
、
施
設
の
な
か
で

ケ
ア
マ
ネ
職
が
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら

く
る
悩
み
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
互
い
に
意
見
交
換
す
る
な
か
で

答
え
や
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
っ
た
も
の
、

自
分
一
人
で
抱
え
て
い
る
悩
み
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に

悩
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
安

心
感
が
得
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
後
半

の
講
義
の
前
に
各
グ
ル
ー
プ
よ
り
発
表

し
て
い
た
だ
き
参
加
者
全
員
で
共
有
し

た
。

　

講
義
で
は
、
峯
尾
先
生
よ
り
参
加
者

に
質
問
を
し
、
意
見
を
聞
き
出
し
な
が

ら
進
行
し
た
。
講
義
の
趣
旨
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
は
、
居
宅
ケ
ア
マ
ネ

と
違
い
、
「
ケ
ア
マ
ネ
の
す
る
こ
と
」

が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。
施
設
種
別
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
違
う
。
例
え
ば
、
と
あ
る
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
は
、
相
談
員
は
主
に
営
業

を
担
い
（
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
、

本
来
の
相
談
員
業
務
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
は
ケ
ア
マ
ネ
が
行
っ
て
い

る
。
ま
た
あ
る
老
人
保
健
施
設
で
は
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職

（
リ
ハ
ビ
リ
、
栄
養
、
介
護
）
が
立
て

す
の
で
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
相
談
し

て
ほ
し
い
。

　

「
認
知
症
初
期
集
中
チ
ー
ム
」
へ
相

談
し
た
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
医
師
に
繋

ぐ
こ
と
が
で
き
、
支
援
も
手
厚
く
受
け

ら
れ
た
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
「
さ
い

た
ま
市
高
齢
介
護
サ
ー
ビ
ス
ご
案
内
の

冊
子
」
に
詳
し
い
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
，
高
齢
福
祉
に
関
す
る
具
体
的
な
事

例
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
，
暴
力
や
介
護
放
棄
等
の

報
告
が
あ
り
、
訪
問
し
て
聞
き
取
り
を

行
っ
て
も
家
族
か
ら
「
面
倒
を
み
て
い

る
」
「
ち
ゃ
ん
と
受
診
し
て
い
る
」
等

の
話
が
あ
る
と
介
入
が
厳
し
い
。
家
庭

訪
問
の
聞
き
取
り
で
の
判
断
は
難
し
く

「
一
切
面
倒
を
み
て
い
な
い
」
等
、
極

端
な
場
合
で
な
い
と
ネ
グ
レ
ク
ト
と
判

断
で
き
な
い
。
ひ
と
り
で
熱
心
に
介
護

し
て
い
る
が
、
熱
心
な
あ
ま
り
手
を
出

し
て
し
ま
う
事
例
も
あ
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
負
担
が
減
り
、
改

善
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。

　

行
政
と
の
意
見
交
換
会
は
雰
囲
気
良

く
開
催
で
き
た
。
会
を
重
ね
る
こ
と
で

理
解
や
協
力
し
合
え
る
関
係
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
と
思
う
。
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施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
の
報
告

　

テ
ー
マ　
「
施
設
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
関
す
る
勉
強
会

　
　
　
　
　

～
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
生
か
す
Ｉ
Ｃ
Ｆ
」

講　
　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
の
会
ま
つ
な
み　

副
理
事
長　

峯
尾
武
巳 

氏

開
催
日
時　

平
成
31
年
２
月
16
日
（
土
）
14
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア　

ラ
ヴ
ィ
ー
レ
西
大
宮

　

今
回
の
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
は
、

西
区
の
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア 

ラ
ヴ
ィ
ー
レ
西
大
宮
さ

ん
の
食
堂
を
お
借
り
し
て
開
催
し
た
。

　

研
修
は
４
人
で
１
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
講
師
と
の

対
話
を
含
む
参
加
形
式
で
進
行
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
に
ひ
と
り
以
上
の
有
料

老
人
ホ
ー
ム
か
ら
の
参
加
者
が
い
た
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
、
「
有
料
ホ
ー
ム
の

ケ
ア
を
知
ろ
う
」
と
、
参
加
者
で
も
あ

る
ラ
ヴ
ィ
ー
レ
西
大
宮
の
相
談
員
さ
ん

よ
り
、
施
設
の
日
課
、
ケ
ア
の
特
徴
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
は

各
グ
ル
ー
プ
で
自
己
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ

に
所
属
す
る
有
料
ホ
ー
ム
の
ケ
ア
を
紹

る
計
画
書
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
立
案
に
は
整
合
性
と
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
入
所

期
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
退
所
後
に
は

地
域
と
の
連
携
も
必
要
と
さ
れ
る
。

　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
の
本
来
業
務
は
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
た

だ
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
と
し
て
し
っ
か
り
と
回
す
こ
と
が
施

設
ケ
ア
マ
ネ
の
仕
事
の
基
本
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
プ
ラ
ス
し
て
、
近
年
の
合

理
化
に
よ
り
各
施
設
に
よ
っ
て
は
、
営

業
、
入
所
・
ベ
ッ
ド
管
理
、
介
護
職
へ

介
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
ワ
ー
ク
を
進

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
ケ
ア
の
中

身
、
支
援
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
っ
た
。

　

峯
尾
先
生
か
ら
の
講
義
の
要
約
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　

施
設
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
上

で
、
ま
ず
そ
の
前
段
階
と
し
て
理
解
す

べ
き
こ
と
は
、
施
設
に
は
日
課
・
業
務

が
あ
る
の
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
な
く
て
も

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
は
成
立
す
る
。
そ
の
上

で
個
別
ケ
ア
の
根
拠
と
な
る
の
が
施
設

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
施
設
に
は
相

談
員
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

の
教
育
・
指
導
的
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
っ
て
き
た
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

ろ
う
。

　

施
設
で
の
ケ
ア
の
質
を
担
保
す
る
の

が
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
に

は
、
ケ
ア
の
質
に
ど
う
責
任
を
持
つ
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ケ
ア
マ

ネ
一
人
で
は
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
情
報
の
共
有
化
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
武
器
と
な
る
の
は
、

ケ
ア
マ
ネ
に
と
っ
て
は
「
言
葉
」
で
あ

る
。
言
葉
を
大
切
に
し
て
言
葉
の
力
を

見
直
す
こ
と
。

　

「
人
を
生
か
す
も
殺
す
も
言
葉
ひ
と

つ
」
。
抽
象
的
な
言
葉
で
は
な
く
、
具

体
的
な
行
動
を
示
す
言
葉
を
探
し
て
伝

え
る
こ
と
。
言
葉
を
磨
き
、
駆
使
し
て

良
い
チ
ー
ム
づ
く
り
を
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
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◎令和元年（2019 年）度　さいたま市介護支援専門員協会
　「通常総会及び全体研修会（講演）」開催のご案内
　　　　開　催　日　令和元年（2019 年）５月 18 日（土）
　　　　場　　　所　さいたま共済会館　601 号室（第１ホール）
　　　　通 常 総 会 　13 時 45 分～ 14 時 50 分
　　　　全体研修会　15 時 00 分～ 16 時 45 分
　　　　講　　　師　埼玉県立大学　理事長　田中滋 氏

ご案内

で
あ
る
。
そ
の
際
に
責
任
者
と
な
る
の

は
相
談
員
で
あ
り
、
良
き
相
談
役
が
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
相

談
員
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
両
方
が
で
き
る
べ
き
で

あ
る
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
上
の
留
意
点
と
し

て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
繰
り
返
し
て

継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
ま

で
は
身
体
ケ
ア
面
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
、
セ
ル

フ
ケ
ア
の
維
持
・
向
上
と
い
う
視
点
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
潜
在
的
能

力
・
可
能
性
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を

説
明
す
る
概
念
が
Ｉ
Ｃ
Ｆ
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｌ
中
心
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら

生
活
中
心
の
考
え
方
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
す
る
た
め
に
は
、
身
体
ケ
ア
モ
デ
ル

か
ら
認
知
症
ケ
ア
モ
デ
ル
、
即
ち
パ
ー

ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
へ
の
転
換
が
必

要
で
あ
る
。
施
設
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
認
知

症
ケ
ア
モ
デ
ル
で
考
え
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

多
く
の
施
設
で
見
受
け
ら
れ
る
「
安

心
・
安
全
・
穏
や
か
」
と
い
っ
た
文
言

の
プ
ラ
ン
は
抽
象
度
が
高
く
、
そ
こ
に

は
個
別
性
が
な
い
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
①
高
齢
期
を
生

き
る
人
間
の
理
解
、
②
病
気
・
障
害
の

理
解
、
③
本
人
の
理
解
（
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
、
個
性
）
と
い
う
三
つ
の
視
点
で

あ
る
。

　

パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
の
中
核

に
あ
る
の
は
、
誰
も
が
持
っ
て
い
る

愛
着
、
す
な
わ
ち
気
に
か
け
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
個
人
を
尊
重
す
る
こ
と

と
は
、
そ
の
人
と
ど
う
か
か
わ
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
人
を
知
り
た

い
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
存
在
す
る
。

Ａ
Ｄ
Ｌ
、
生
理
的
欲
求
の
先
に
あ
る
も

の
、
パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
で
考

え
る
こ
と
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
必
要

な
視
点
な
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
特
養
と
有
料
ホ
ー
ム
か
ら
合

わ
せ
て
22
名
と
多
く
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
「
他
の
施

設
の
ケ
ア
マ
ネ
と
話
を
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
な
い
の
で
貴
重
な
機
会
だ
っ

た
」
「
他
施
設
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
見
て

話
を
聞
け
た
こ
と
は
、
自
身
が
忘
れ
て

い
た
大
切
な
も
の
を
再
確
認
で
き
た
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
に
特
化
し
た
研
修
の

機
会
は
少
な
く
、
参
加
者
か
ら
の
期

待
も
寄
せ
ら
れ
て
、
反
省
会
で
は
役
員

一
同
、
今
後
も
地
道
に
当
研
修
会
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
確
認
し

た
。
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ちょっと   coffee  break

毎年３月 16 日に全国の鉄道がダイヤ改正をし
ます。鉄道と聞くと、日ごろ通勤などで利用する
通勤列車、旅行などで利用する特急列車や新幹線
を思い浮かべる方が多いのではないでしょうか。
これらの列車は、各出版社から冊子タイプのもの
で時刻表が販売されています。この、「人」を乗
せる以外の列車、「貨物」にも時刻表があります。
この時刻表は、「公益社団法人　鉄道貨物協会」
から出版されており、限られた書店で店頭販売さ
れています。この「貨物時刻表」も３月 16 日に
全国の列車ダイヤ改正に伴い、新発売されます。

今年も早速３月 16 日に新しい「貨物時刻表」
を入手した息子は、春休みの平日に意気揚々と「さ
いたま新都心駅」のホームから、貨物時刻表で調
べた、お目当ての貨物の通過を待ちます。貨物時
刻表には、「コンテナ」や「石油」などの記載が
あり、その列車番号から、「金太郎」「桃太郎」「Blue 
Thunder」などの愛称をもつ機関車のどれが来る
のかが予測できます。

ほぼ時刻通りに通過する列車や、機関士さんの
交代などを、ホームを移動しながら写真を撮った
り、ビデオを撮ったりする息子を見守っていると、
他にも一眼レフカメラを構えたり、ビデオに音響
用のマイクまで付けて撮影をする、数十年前は少
年だった人たちに気付きました。いわゆる「撮り
鉄」の方たちでしょう。やはり貨物にも撮り鉄は

「貨物時刻表」

会員 O

いるんだなぁと改めて感心です。
若い頃は踏切で待っていて貨物列車が通ると、

「時間がかかると思ったら、やっぱり貨物かぁ。」
などと、貨物をうっとうしく思っていましたが、
今はわざわざ見に行かなくても貨物列車を見るこ
とができたと思い、嬉しい気分になります。人間、
環境で心境が随分と変わるものです。

貨物時刻表を手に、小学校低学年の息子は、今
日も旅先で貨物を待ちます。何しろ、日本全国の
貨物の路線と時刻が載っているのですから。「鉄
道貨物はスピードは速くないけど、力があって、
一度にたくさん運べて、CO2 削減で地球にやさし
いんだよ。」と目を輝かせて話してくれます。

そう言えば、日々の忙しさに地球の未来まで考
えることを忘れていたけど、小学生の頃は地球の
温暖化を本当に心配して、何か自分にできないか
考えていたっけ。

貨物列車はダイヤが乱れた場合も臨機応変に走
るため、時には時刻表通りには運行しません。で
も、いろいろと時間調整をしながらも終着駅を目
指し、「運ぶ」という任務を全うします。私もそ
んな姿勢で仕事をしたいな・・・と、ふと思います。
花の咲くもと、吹雪の中、いつもと同じように走
る貨物列車のように、環境が変わっても大切なも
のを届けられるようにしていきたいな。そうそう、
地球の温暖化対策のことも考えながらね。

ちょっと   coffee  break

〒 331 －0823　埼玉県さいたま市北区日進町２丁目 1864 － 10
JS 日進　さいたま市社会福祉協議会内　さいたま市介護支援専門員協会

（連絡先）社協　地域福祉課　　TEL 048-834-3133　FAX 048-835-1222
社協　浦和区事務所　TEL 048-834-3131　FAX 048-833-3199

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

さいたま市介護支援専門員協会 検索


